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ネパール国ソルクンブ地区気候変動の
影響緩和のための青少年イニシアティブ

（Solukhumbu Youth Initiative for Climate Change Adaptation (SYICCA)
 ネパール活動地域

ワークショップに
参加した住民数 248 人 
研修を受けた
子どもクラブメンバー数 101 人

今年度計画の達成度 80 ％

全体計画の達成度 30 ％
活動内容と成果
● マピャドゥドコシ自治体がプロジェクトの重要性を
理解し、共同実施を合意した
● ベースライン調査で109人の住民とコンサルテー
ションを行い、ニーズを確認した
● 「地域レジリエンス計画」のドラフト作成ワーク
ショップを地区ごとに開催し、合計248人の住民が参
加した
● 青年クラブ7か所に対して環境教育の研修を行い、96
人が参加した
● 6校の子どもクラブに対して環境教育の研修を行い、

101人が参加した
● 地域FM局「Himal FM」から環境保全に関する啓発
メッセージを定期的に発信した課　題

対象地域はエベレスト登山のベースキャンプであるた
め急速に開発が進み、自然災害発生件数も規模も拡大
傾向にあるが、地域自治体や住民は有効な手立てを講
じていない。

目　標
対象地域において青少年による環境保全と防災・減災
のための活動を軸とした「地域レジリエンス強化計画」
が作成・実施され、自然災害による被害が緩和される。
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子どもクラブに対する環境教育の研修子どもクラブに対する環境教育の研修

自治体職員へのオリエンテーション自治体職員へのオリエンテーション

自治体、学校、住民、青年、子どもたちの理解が得られ、関心も高まっている。1年目
の研修成果を踏まえ、2年目以降はワークショップや植林等の実践活動を展開し、
青少年を中心に環境保全のネットワークを構築する。

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
新型コロナウイルスに加えてデング
熱の感染拡大があり、人の動きと物
流が制限されて、研修等の開催に遅
れが生じた。

■工夫した点
Wi-Fiへのアクセスが限定的でオン
ライン会合は難しいが、携帯電話の
メール機能やSNSを使って効果的に
情報共有した。

知識の提供・普及啓発

つづける助成

1年目


